
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ディジタル放送を受信するディジタルチューナとアナログ放送を受信するアナログチュー
ナの両方を備えたディジタル・アナログ放送受信装置において、第１ＣＰＵ及び第２ＣＰ
Ｕを備え、第１ＣＰＵはアナログチューナによる有局判断処理を担当し、第２ＣＰＵはデ
ィジタルチューナによる有局判断処理を担当し、アナログチューナによる有局判断で無局
と判断された場合に第１ＣＰＵは同チャンネルについての有局判断処理の開始を第２ＣＰ
Ｕに指示し、この指示によってディジタルチューナによる有局判断処理が開始されるよう
に構成したことを特徴とするディジタル・アナログ放送受信装置。
【請求項２】
請求項１に記載のディジタル・アナログ放送受信装置において、アナログチューナによる
有局判断で有局と判断され、且つ利用者によって記憶指示キーが操作された場合には、第
１ＣＰＵはその時点のポジション番号に対応させて有局のチューニングデータを第１ＣＰ
Ｕの制御下にあるメモリに記憶すると共に、前記ポジション番号にはアナログ放送が割り
当てられたことを第２ＣＰＵに通知し、第２ＣＰＵはその制御下にあるメモリに前記ポジ
ション番号にはアナログ放送が割り当てられたことを記憶するように構成されたことを特
徴とするディジタル・アナログ放送受信装置。
【請求項３】
請求項１又は請求項２に記載のディジタル・アナログ放送受信装置において、ディジタル
チューナによる有局判断処理で無局と判断された場合に、そのことを第２ＣＰＵが第１Ｃ
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ＰＵに通知し、この通知を受けた第１ＣＰＵは次のチャンネルについての有局判断を開始
するように構成されたことを特徴とするディジタル・アナログ放送受信装置。
【請求項４】
請求項１乃至請求項３のいずれかに記載のディジタル・アナログ放送受信装置において、
ディジタルチューナによる有局判断処理で有局と判断され、且つ利用者によって記憶指示
キーが操作された場合には、第２ＣＰＵはその時点のポジション番号に対応させて有局の
チューニングデータを第２ＣＰＵの制御下にあるメモリに記憶すると共に、前記ポジショ
ン番号にはディジタル放送が割り当てられたことを第１ＣＰＵに通知し、第１ＣＰＵはそ
の制御下にあるメモリに前記ポジション番号にはディジタル放送が割り当てられたことを
記憶するように構成されたことを特徴とするディジタル・アナログ放送受信装置。
【請求項５】
請求項４に記載のディジタル・アナログ放送受信装置において、ディジタルチューナによ
る有局判断処理で有局と判断され、ディジタル放送の映像表示状態で利用者によって所定
キーが操作された場合は、その時点の映像表示に代えて、同チャンネル内に存在する他の
番組をデマルチプレクス処理によって取り出して映像表示するように構成されたことを特
徴とするディジタル・アナログ放送受信装置。
【請求項６】
請求項５に記載のディジタル・アナログ放送受信装置において、所定キーが連続して操作
されたことで同チャンネル内に存在する他の番組の全ての表示が順次行われた後、更に所
定キーが操作された場合には、第２ＣＰＵは第１ＣＰＵにディジタル選局状態が終了した
旨を通知すると共に次のチャンネルについての有局判断を開始するように指示し、この指
示によってアナログチューナによる有局判断処理が開始されるように構成したことを特徴
とするディジタル・アナログ放送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
この発明は、ディジタル放送とアナログ放送の両方を受信することができるディジタル・
アナログ放送受信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
衛星や地上波を用いたディジタル放送を受信するディジタル放送受信装置は、専用のアン
テナや地上波用アンテナを通して受け取った複数の放送波のなかから任意の放送波をディ
ジタルチューナによって選択し、この選択した放送波に含まれる複数のチャンネルのなか
から任意のチャンネルをデマルチプレクス処理によって選択し、この選択したチャンネル
のディジタル信号を取り出し、これをデコードすることによって映像・音声信号を出力す
る。
【０００３】
そして、このようなディジタルテレビ放送を受信するディジタルチューナと共に、従来か
らのアナログ放送を受信するアナログチューナも備えたディジタル・アナログ放送受信装
置を構成することができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、従来より、任意のポジション番号（チャンネルボタン番号）に対応させて所望
の放送チャンネルの番組を画面表示させる処理（チャンネル設定）が可能である。この処
理においては、従来のアナログチューナのみ備える構成であれば、ＣＳ（チャンネルセレ
クト）表示キーの操作によって画面にポジション番号を表示し、ポジションアップキーの
操作によって選局チャンネルを順にアップしていき、所望の放送チャンネルの映像が表示
されたときに、視聴者がメモリキーを操作することで、画面表示のポジション番号に所望
の放送チャンネルを割り当てることができる。しかし、アナログチューナでは、或るチャ
ンネルにディジタル放送が存在していても、それを検知することはできない。従って、ア
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ナログチューナとディジタルチューナの両方を備える場合、アナログチューナを有効とし
た状態でのチャンネル設定とディジタルチューナを有効とした状態でのチャンネル設定を
別々に行うことが必要になってしまう。
【０００５】
この発明は、上記の事情に鑑み、チャンネル設定において選局チャンネルを順に変更して
いく場合に、選局チャンネルがアナログ放送であってもディジタル放送であっても自動的
に判断してチャンネル設定を行っていくことができるディジタル・アナログ放送受信装置
を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
この発明のディジタル・アナログ放送受信装置は、上記の課題を解決するために、ディジ
タル放送を受信するディジタルチューナとアナログ放送を受信するアナログチューナの両
方を備えたディジタル・アナログ放送受信装置において、第１ＣＰＵ及び第２ＣＰＵを備
え、第１ＣＰＵはアナログチューナによる有局判断処理を担当し、第２ＣＰＵはディジタ
ルチューナによる有局判断処理を担当し、アナログチューナによる有局判断で無局と判断
された場合に第１ＣＰＵは同チャンネルについての有局判断処理の開始を第２ＣＰＵに指
示し、この指示によってディジタルチューナによる有局判断処理が開始されるように構成
したことを特徴とする。
【０００７】
上記構成において、或る選局チャンネルがディジタル放送である場合、アナログチューナ
による有局判断では無局と判断されることになるが、この場合に第１ＣＰＵは同チャンネ
ルについての有局判断処理の開始を第２ＣＰＵに指示し、この指示によってディジタルチ
ューナによる有局判断処理が開始されるので、有局との判断結果が得られることになる。
すなわち、選局チャンネルがアナログ放送であってもディジタル放送であっても自動的に
判断してチャンネル設定を行っていくことができる。
【０００８】
アナログチューナによる有局判断で有局と判断され、且つ利用者によって記憶指示キーが
操作された場合には、第１ＣＰＵはその時点のポジション番号に対応させて有局のチュー
ニングデータを第１ＣＰＵの制御下にあるメモリに記憶すると共に、前記ポジション番号
にはアナログ放送が割り当てられたことを第２ＣＰＵに通知し、第２ＣＰＵはその制御下
にあるメモリに前記ポジション番号にはアナログ放送が割り当てられたことを記憶するの
がよい。
【０００９】
ディジタルチューナによる有局判断処理で無局と判断された場合に、そのことを第２ＣＰ
Ｕが第１ＣＰＵに通知し、この通知を受けた第１ＣＰＵは次のチャンネルについての有局
判断を開始するのがよい。
【００１０】
ディジタルチューナによる有局判断処理で有局と判断され、且つ利用者によって記憶指示
キーが操作された場合には、第２ＣＰＵはその時点のポジション番号に対応させて有局の
チューニングデータを第２ＣＰＵの制御下にあるメモリに記憶すると共に、前記ポジショ
ン番号にはディジタル放送が割り当てられたことを第１ＣＰＵに通知し、第１ＣＰＵはそ
の制御下にあるメモリに前記ポジション番号にはディジタル放送が割り当てられたことを
記憶するのがよい。
【００１１】
ディジタルチューナによる有局判断処理で有局と判断され、ディジタル放送の映像表示状
態で利用者によって所定キーが操作された場合は、その時点の映像表示に代えて、同チャ
ンネル内に存在する他の番組をデマルチプレクス処理によって取り出して映像表示するの
がよい。
【００１２】
所定キーが連続して操作されたことで同チャンネル内に存在する他の番組の全ての表示が
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順次行われた後、更に所定キーが操作された場合には、第２ＣＰＵは第１ＣＰＵにディジ
タル選局状態が終了した旨を通知すると共に次のチャンネルについての有局判断を開始す
るように指示し、この指示によってアナログチューナによる有局判断処理が開始されるの
がよい。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施形態を図１乃至図６に基づいて説明する。
【００１４】
図１は地上波ディジタル放送と地上波アナログ放送をユーザーが任意に視聴できる欧州対
応の放送受信装置２０を示したブロック図である。この放送受信装置２０は、アナログ放
送を受信するためのアナログモジュール１８及びディジタル放送を受信するためのディジ
タルモジュール１９を備える。
【００１５】
地上波アンテナ１は、地上放送波を受信し、受信信号をアナログチューナ２およびディジ
タルチューナ３に与える。各チューナは、選局処理回路やミキサ（混合器）などを備えて
成る。ミキサは希望チャンネルの信号と局部発振信号とを混合して中間周波数信号を生成
する。局部発振信号を生成する回路は例えば印加電圧によって容量が変化する可変容量ダ
イオード等を備えて成り、ミキサから一定の中間周波数の信号が出力されるように、希望
チャンネルの信号に対応させて変化させた局部発振信号を生成する。選局処理回路は、各
チャンネルに対応した印加電圧（同調電圧）のデータを受け取り、電圧値に変換して可変
容量ダイオードに与える。
【００１６】
また、アナログモジュール１８は、文字情報を多重したテレビジョン信号から文字情報を
抜き出すテレテキストデコーダの機能や、アナログ用の図示しないＯＳＤ（オンスクリー
ンディスプレイ）回路を備えており、アナログ側ＣＰＵ６から出力指示された文字情報に
基づくビットマップデータを表示映像に組み込めるようになっている。
【００１７】
ディジタルモジュール１９には、図示しないデマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ）やＡＶデコ
ーダなどが備えられている。デマルチプレクサは、ディジタルチューナ２から出力される
トランスポート・ストリームを、ＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒ
ｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）のビデオトランスポートパケット、オーディオトランスポートパケッ
ト、及びＳＩ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）などに分離する。デマルチプ
レクサは、ビデオトランスポートパケットとオーディオトランスポートパケットをＡＶデ
コーダに供給し、ＳＩに含まれるサービス情報をディジタル側ＣＰＵ９に供給する。ＡＶ
デコーダはビデオデコーダやオーディオデコーダを備える。ビデオデコーダは、入力され
た可変長符号を復号して量子化係数や動きベクトルを求め、逆ＤＣＴ変換や動きベクトル
に基づく動き補償制御などを行う。オーディオデコーダは、入力された符号化信号を復号
して音声データを生成する。デコードにより生成されたデータは図示しない映像・音声処
理回路に出力される。また、ディジタルモジュール１９には、図示しないＯＳＤ回路が設
けられており、ディジタル側ＣＰＵ９から出力指示された文字情報に基づくビットマップ
データを表示映像に組み込むようになっている。
【００１８】
受像管１１は信号切り替えスイッチ１０を経て供給されるアナログ放送の受信映像或いは
ディジタル放送の受信映像の表示を行う。信号切り替えスイッチ１０の操作はアナログ側
ＣＰＵ６によってなされ、アナログチューナ２による選局状態においては信号切り替えス
イッチ１０をアナログ側に切り替え、ディジタルチューナ３による選局状態においては信
号切り替えスイッチ１０をディジタル側に切り替えるようになっている。
【００１９】
アナログ側ＣＰＵ６は、アナログチューナ２に対する選局制御、アナログ側メモリ（ＥＥ
ＰＲＯＭ等）７へのチューニング情報等の書込／読出の制御、リモコン送信機４やキー入
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力部５からの指示内容に基づく各種の処理を行う。指示内容がディジタル放送に関するも
のである場合、アナログ側ＣＰＵ６がディジタル側ＣＰＵ９に指示内容を伝える。
【００２０】
ディジタル側ＣＰＵ９は、ディジタルチューナ３に対する選局制御、ディジタル側メモリ
（ＥＥＰＲＯＭ等）８へのチューニング情報等の書込／読出の制御、デマルチプレクサや
ＡＶデコーダに対する制御など、ディジタル放送に関する制御を行うようになっている。
そして、ディジタル側ＣＰＵ９とアナログ側ＣＰＵ６との間で各種情報のやり取りを行う
ようになっている。
【００２１】
リモコン送信機４には、ＣＳ表示キー（チャンネルセレクト表示キー）、ポジションアッ
プキー、メモリキーなどが設けられている。
【００２２】
次に、ディジタル・アナログ放送受信装置２０におけるチャンネル設定処理について説明
していく。なお、図２（ａ）に示すごとく、ＵＨＦ２９局とＵＨＦ３２局とにアナログ放
送が存在する場合と、同図（ｂ）に示すごとく、ＵＨＦ２９局とＵＨＦ３２局とにアナロ
グ放送が存在し、ＵＨＦ３１局にディジタル放送が存在する場合とを想定する。そして、
ポジション番号（チャンネルボタン番号）４にはＵＨＦ２９局の放送を受信するように設
定されていた場合を想定する。
【００２３】
まず、図２（ａ）のごとく放送が割り当てられている場合において、放送受信装置２０は
、図３に示すごとく、ポジション番号４が指定された場合はＵＨＦ２９局の放送を受信す
るよう選局動作を行う。そして、ユーザーによってＣＳ表示キーが操作されると、選局モ
ード（チャンネル設定モード）に移行することになる。このとき、アナログ側ＣＰＵ６の
処理により、画面には図４（ａ）に示すような表示と共に受信映像が表示される。この状
態でポジションアップキーが操作されると、アナログ側ＣＰＵ６はＵＨＦ３０局を選局す
る処理を行う。このとき、画面には図４（ｂ）に示すような表示がなされる。
【００２４】
ＵＨＦ３０局には放送がないので、アナログモジュール１８側では無局と判断することに
なる。この場合、アナログ側ＣＰＵ６は、ディジタル側ＣＰＵ９に対してＵＨＦ３０局の
選局を行うよう指示する。ディジタル側ＣＰＵ９は、ＵＨＦ３０局を選局する処理を行う
が、ＵＨＦ３０局には放送がないのでディジタルモジュール１９側では無局と判断し、デ
ィジタル側ＣＰＵ９は無局という選局結果をアナログ側ＣＰＵ６に返す。この無局という
選局結果を得てアナログ側ＣＰＵ６は１局上のＵＨＦ３１局を選局する処理を行う。
【００２５】
ＵＨＦ３１局には放送がないので、アナログモジュール１８側では無局と判断することに
なる。この場合、アナログ側ＣＰＵ６は、ディジタル側ＣＰＵ９に対してＵＨＦ３１局の
選局を行うよう指示する。ディジタル側ＣＰＵ９は、ＵＨＦ３１局を選局する処理を行う
が、ＵＨＦ３１局には放送がないのでディジタルモジュール１９側では無局と判断し、デ
ィジタル側ＣＰＵ９は無局という選局結果をアナログ側ＣＰＵ６に返す。この無局という
選局結果を得てアナログ側ＣＰＵ６は１局上のＵＨＦ３２局を選局する処理を行う。
【００２６】
ＵＨＦ３２局にはアナログ放送が存在するので、アナログモジュール１８側では有局と判
断し、選局動作を停止する。このとき、画面には図４（ｃ）に示すような表示と共に受信
映像が表示される。ユーザーは、ＵＨＦ３２局の放送をポジション４に設定したいのであ
れば、メモリキーを操作する。この操作が行われた場合は、アナログ側ＣＰＵ６は、ＵＨ
Ｆ３２局のチューニングデータをポジション４に対応させてアナログ側メモリ７に格納す
る。そして、アナログ側ＣＰＵ６は、ポジション４にＵＨＦ３２局を対応させたことをデ
ィジタル側ＣＰＵ９に通知する。ディジタル側ＣＰＵ９はポジション４がアナログ放送で
あることをディジタル側メモリ８に記憶させる。
【００２７】
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次に、図２（ｂ）のごとく放送が割り当てられている場合、放送受信装置２０は、図５に
示すごとく、ポジション番号４が指定された場合はＵＨＦ２９局の放送を受信するよう選
局動作を行う。そして、ユーザーによってＣＳ表示キーが操作されると、選局モードに移
行することになる。このとき、アナログ側ＣＰＵ６の処理により、画面には図４（ａ）に
示すような表示と共に受信映像が表示される。この状態でポジションアップキーが操作さ
れると、アナログ側ＣＰＵ６はＵＨＦ３０局を選局する処理を行う。このとき、画面には
図４（ｂ）に示すような表示がなされる。
【００２８】
ＵＨＦ３０局には放送がないので、アナログモジュール１８側では無局と判断することに
なる。この場合、アナログ側ＣＰＵ６は、ディジタル側ＣＰＵ９に対してＵＨＦ３０局の
選局を行うよう指示する。ディジタル側ＣＰＵ９は、ＵＨＦ３０局を選局する処理を行う
が、ＵＨＦ３０局には放送がないのでディジタルモジュール１９側では無局と判断し、デ
ィジタル側ＣＰＵ９は無局という選局結果をアナログ側ＣＰＵ６に返す。この無局という
選局結果を得てアナログ側ＣＰＵ６は１局上のＵＨＦ３１局を選局する処理を行う。
【００２９】
ＵＨＦ３１局にはディジタル放送が存在しているが、アナログ放送信号であれば検出でき
る水平同期信号をディジタル放送では検出できないため、アナログモジュール１８側では
無局と判断することになる。この場合、アナログ側ＣＰＵ６は、ディジタル側ＣＰＵ９に
対してＵＨＦ３１局の選局を行うよう指示する。ディジタル側ＣＰＵ９は、ＵＨＦ３１局
を選局する処理を行う。ＵＨＦ３１局にはディジタル放送が存在するのでディジタルモジ
ュール１９側では有局と判断し、ディジタル側ＣＰＵ９は有局という選局結果をアナログ
側ＣＰＵ６に返す。そして、ディジタル側ＣＰＵ９は、図６（ａ）のディジタル番組例に
示すように、ＴＳ（トランスポートストリーム）１の番組である「ＢＢＣ　ｏｎｅ」を映
し出すとともに、マルチプレク送信されている他の番組の構成を表示する。
【００３０】
この状態でメモリキーが操作されると、アナログ側ＣＰＵ６はディジタル側メモリ９にメ
モリキーが操作されたことを通知する。ディジタル側ＣＰＵ９はＵＨＦ３１局のチューニ
ングデータをポジション４に対応させてディジタル側メモリ８に格納する。そして、ディ
ジタル側ＣＰＵ９は、ポジション４にＵＨＦ３１局を対応させたことをアナログ側ＣＰＵ
６に通知する。アナログ側ＣＰＵ６はポジション４がディジタル放送であることをアナロ
グ側メモリ７に記憶し、その旨をディジタル側ＣＰＵ９に通知する。
【００３１】
図６（ａ）の画面が表示されている状態で、ポジションアップキーが操作された場合、ア
ナログ側ＣＰＵ６はポジションアップキーが操作されたことをディジタル側ＣＰＵ９に通
知する。この通知を受けたディジタル側ＣＰＵ９は、図６（ｂ）に示すように、カーソル
を「ＢＢＣ　ｔｗｏ」の表記部に移動させるとともに、「ＢＢＣ　ｔｗｏ」の番組を映し
出す。さらにポジションアップキーが操作されたならば、アナログ側ＣＰＵ６はポジショ
ンアップキーが操作されたことをディジタル側ＣＰＵ９に通知し、ディジタル側ＣＰＵ９
はカーソルを上に移動し、このカーソルで選択されている番組を映し出すことになる。
【００３２】
図６（ｃ）に示すごとく、最上にカーソルが位置している場合に、さらにポジションアッ
プキーが操作されると、ディジタル側ＣＰＵ９はディジタル放送選局モードから抜け、ア
ナログ側ＣＰＵ６に対して、ディジタル側の選局動作が終了した旨を通知し、ＵＨＦ３２
局を選局するよう指示する。ＵＨＦ３２局にはアナログ放送が存在するので、アナログモ
ジュール１８側では有局と判断し、ＵＨＦ３２局のアナログ放送を映し出す。
【００３３】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明によれば、或る選局チャンネルがディジタル放送である場
合、アナログチューナによる有局判断では無局と判断されることになるが、この場合に第
１ＣＰＵは同チャンネルについての有局判断処理の開始を第２ＣＰＵに指示し、この指示
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によってディジタルチューナによる有局判断処理が開始されるので、有局との判断結果が
得られることになる。すなわち、選局チャンネルがアナログ放送であってもディジタル放
送であっても自動的に判断してチャンネル設定を行っていくことができるという効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施形態のディジタル・アナログ放送受信装置を示したブロック図で
ある。
【図２】同図（ａ）及び（ｂ）はそれぞれチャンネルの放送有無の想定例を示した説明図
である。
【図３】図２（ａ）の想定例に対応するリモコン指示信号とアナログ側ＣＰＵとディジタ
ル側ＣＰＵの処理内容を示した説明図である。
【図４】同図（ａ）乃至（ｃ）はチャンネル設定時において画面に表示されるポジション
番号及び選局チャンネル番号を示した説明図である。
【図５】図２（ｂ）の想定例に対応するリモコン指示信号とアナログ側ＣＰＵとディジタ
ル側ＣＰＵの処理内容を示した説明図である。
【図６】チャンネル設定でディジタル放送を受信したときの画面表示例を示した説明図で
ある。
【符号の説明】
１　　アンテナ
２　　アナログチューナ
３　　ディジタルチューナ
６　　アナログ側ＣＰＵ
７　　アナログ側メモリ
８　　ディジタル側ＣＰＵ
９　　ディジタル側メモリ
１８　アナログモジュール
１９　ディジタルモジュール
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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